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１．はじめに

新素材や新機能性素子とともに次世代の新しい技術と

して期待されているバイオテクノロジーは，図ｌで示す

ように自然破壊・公害への反省から1970年代に生まれた

｢ライフサイエンス」にその起源を辿ることができる．

理念である「ライフサイエンス」を具体化した技術がバ

イオテクノロジーであり，生物体および生物体の持つ機

能を解明し，その成果を保健医療，環境保全，農林水産

業，化学工業等に役立てようとする技術の総称として，

健康で豊かな国民生活の実現に大きく寄与するものと期

待されている．技術そのものは味噌・醤油の製造に昔か

ら利用されている古い歴史を持つが，近年，特に注目さ

れるようになったのは，1970年代初め，BoyerとCohen

によって開発された遺伝子操作技術により，その応用範

囲が飛躍的に拡大したことによる．バイオテクノロジー

は既に多くの分野で活用されているが，岐近特に注目さ

れているのは，環境保全への利用である．近年，地球を

取り巻く環境は，オゾン層の破壊，炭酸ガスの増加によ

る地球温暖化，あるいは廃棄物の増加など厳しいものが

あり，それらの問題解決のために行政的には種々の規制

あるいは保護・保全を促進するための法律が施行されて

いるが，それ自身が環境に優しい技術であるバイオテク

ノロジーに大きな期待が寄せられている．

われわれの研究グループは，微生物あるいは微生物が

生産する酵素の工業的な利用など，いわゆるバイオテク

ノロジーについての研究を行っているが，本稿ではそれ

らの中から環境保全への活用事例について紹介するとと

＊材料技術部酵素応用グループ

もに，今後，企業がバイオテクノロジーを導入あるいは

活用する方法についても述べることにする．

２．厨芥処理への利用

国民生活の向上に伴い，排出される廃棄物も増加の一

途をたどり，大きな社会問題となっている．その対策に

は，Reduce(減量)，Recycle(再利用)，Reuse(再使用）

の３つのＲが有効とされ，特に，リサイクルについては，

1991年にリサイクル法が，そして，1996年には容器リサ

イクル法の２つの法案が施行されている．それらの法案

には，企業あるいは行政についてリサイクル促進への黄

務が明記されているが，個人的なレベルでの３Ｒへの努

力も，足元からの環境保全への試みとして重要である．

図１バイオテクノロジーの進展

こうした社会的な背景から，台所から排出される厨芥

(生ごみ)を家庭で簡単に処理できれば，廃棄物の減量化

に寄与できるとして，処理装置の開発を企業と共同して

行うことになった．当研究所では，厨芥の微生物分解に

ついて基礎的な検討を担当し，これらの結果を基にして












